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【２】

以
前
に
使
っ
て
い
た
古
い
デ

ザ
イ
ン
の
燃
え
な
い
ご
み
の

　
本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
ご
み
の
分
別
化
。
今
ま
で
焼
却

や
埋
め
立
て
処
分
を
し
て
い
た
ご
み
か
ら
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
、

な
る
べ
く
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
に
回
す
こ
と
が
、
環
境
を
守

る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
実
施
か
ら
半
年
間
の
成
果
と
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
質
問
へ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

資源ごみは
どこへ行くの？

の
▽
缶
類
（
ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
）

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
▽
瓶
類
（
無
色
、

茶
色
な
ど
）
▽
乾
電
池
―
―
の
４
項

目
に
加
え
、
４
月
か
ら
は
新
た
に
▽

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
▽
紙
製

容
器
包
装
▽
白
色
ト
レ
イ
▽
飲
料
用

紙
パ
ッ
ク
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・

雑
誌
▽
蛍
光
管
と
水
銀
体
温
計
、
水

銀
血
圧
計
―
―
が
加
わ
り
ま
し
た
。

燃
や
せ
る
ご
み
や
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
出
す
と

き
に
も
使
え
ま
す
。
た
だ
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
紙
製
容
器

包
装
を
出
す
と
き
に
は
使
え
な
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

袋
は
、
何
に
使
え
ば
い
い
の
？

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
？

家
電
製
品
の
緩
衝
材
や
海
産

物
な
ど
を
入
れ
る
箱
に
使
わ

れ
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
　

㌢
以

３０

下
の
大
き
さ
に
し
て
か
ら
燃
や
せ
る

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A QA Q

ご
み
分
別
で「
エ
コ
」し
よ
う

◆本町の可燃ごみの月別排出量
４
月
か
ら
の
半
年
間
で

可
燃
ご
み
４
８
７
㌧
減

　
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
燃
や
せ
る

ご
み
の
量
は
、
分
別
方
法
が
変
わ
っ

た
本
年
４
月
か
ら
　
月
ま
で
の
半
年

１０

間
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
約
４
８
７

㌧
、　

・
３
％
も
少
な
く
な
り
ま
し

１８

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

本
年
４
月
か
ら
新
し
い
家
庭
ご
み
の

収
集
方
法
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
分
別
収
集

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
資
源
ご
み
の
分
別
品
目
は
、
従
来

お
か
げ
さ
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み
、
２
割
も
減
り
ま
し
た

こ
れ
ら
回
収
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、

宮
古
広
域
管
内
の
５
市
町
村
が
共
同

で
運
営
す
る
宮
古
広
域
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
新
た
な
資
源
と
し
て
再
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

分
別
し
た
資
源
ご
み
は

再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

　家庭から出された資源ごみは、

宮古広域リサイクルセンターに

種類ごとに集められ、分別・加

工などの作業を経てリサイクル

製品を製造する工場に出荷され

ます。１１月１７日、社会科学習の

一環として同センターを見学に

訪れた山田南小の４年生に、そ

の様子をレポートしてもらいま

した。

洗
濯
用
洗
剤
の
空
き
箱
は
何

ご
み
で
す
か
？

紙
製
容
器
包
装
の
マ
ー
ク
が

付
い
て
は
い
ま
す
が
、
に
お

い
が
付
い
て
い
る
た
め
燃
や
せ
る
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
に
お
い
が

あ
る
と
製
品
化
の
際
の
障
害
と
な
る

A Q ごみの出し方

Q ＆ A
町に寄せられた問い合わ

せの中で、特に質問の多

かったものをまとめまし

たので、参考にしてくだ

さい。

施設の職員から説明を受けながら

見学する山田南小の４年生５５人
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た
。
そ
れ
に
対
し
、
回
収
さ
れ
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
資
源

ご
み
の
量
は
、
同
じ
半
年
間
で
昨
年

に
比
べ
約
１
６
１
㌧
、
２
・
３
倍
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
新
た
な
分
別
収
集
に
よ
る
効
果
と
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
分
別
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
行

う
ご
み
分
別
の
取
り
組
み
は
、
確
実

に
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

を
出
す
と
き
に
気
を
付
け
る

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
資
源
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
う
ち
、
約
１

割
が
対
象
外
で
あ
っ
た
り
汚
れ
が
付

い
て
い
た
り
と
い
う
理
由
で
焼
却
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。「
プ
ラ
」の
マ
ー

ク
を
確
認
し
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
か

ら
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
は
？ 蛍

光
管
は
ど
の
よ
う
に
出
せ

ば
い
い
で
す
か
？

使
い
終
わ
っ
た
蛍
光
管
は
、

壊
れ
な
い
よ
う
に
商
品
が

入
っ
て
き
た
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
指
定

さ
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
壊
れ
た
蛍
光
管
は
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A Q A Q
　
こ
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
疑
問
に

思
っ
て
い
る
点
や
、
町
か
ら
配
ら
れ

て
い
る
「
家
庭
ご
み
収
集
分
別
表
」

を
見
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
住
民
生
活
課
環

境
衛
生
担
当
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
１
２
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

す
ぐ
で
き
る
エ
コ
活
動

３
Ｒ
運
動
に
ご
協
力
を

　「
３
Ｒ
」
と
は
、œ

Ŧ
ť
Ŷ
Ť
Ŧ

 
 
 
 
 
 
 
 （
ご
み

リ
デ
ュ
ー
ス

に
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
増
や
さ
な

い
）、œ

Ŧ
Ŷ
ŴŦ

  
 
 
  
 （
同
じ
も
の
を
何
度
も

リ
ユ
ー
ス

繰
り
返
し
て
使
う
）
、œ

Ŧ
Ť
ź
Ť
ŭŦ

  
 
 
 
 
  
 （
資

リ
サ
イ
ク
ル

源
回
収
に
回
し
て
再
利
用
）
を
心
掛

け
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
の
も
の

は
限
り
あ
る
資
源
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
る

と
、
材
料
と
な
っ
た
資
源
が
す
べ
て

ご
み
に
な
る
上
、
そ
の
ご
み
を
処
分

す
る
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

消
費
し
ま
す
。
ご
み
は
人
間
が
生
活

し
て
い
く
上
で
必
ず
出
る
も
の
。
少

し
で
も
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
普

段
の
心
掛
け
が
必
要
で
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
す
ぐ
に
で
も

で
き
る「
３
Ｒ
」。
あ
な
た
も
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

回収された資源ごみ

から手作業で余計な

ものを取り除く作業

はすごく大変そうで

した。ペットボトル

やお菓子の包み紙な

ど、資源になるもの

はきれいに洗って出

そうと思います。

わたしたちが分別し

た資源ごみが、たく

さんの人の手でリサ

イクルされているこ

とが分かりました。

家でもしっかり分別

して、少しでも無駄

なごみをなくしてい

きたいと思います。

佐藤 真  歩 さん
ま ほ

宮古管内から運び込まれたペット

ボトルが１カ所に集められます。

汚れているものやペットボトル以外のも

のを取り除き、加工ラインに投入します。

約１３㌔ のブロックに加工され、リ

サイクル製品を製造する工場に出

荷されます。
ペットボトルが再生され、新た

な製品に生まれ変わります。

た
め
、
紙
製
容
器
包
装
に
は
に
お
い

の
無
い
も
の
だ
け
出
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

佐々木 麗  緒 さん
り お

ペットボトルの場合
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排
出
さ
れ
る
汚
濁
物
質
は
合
併
浄

化
槽
の
約
８
倍
に
上
り
ま
す
。
単

独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

方
も
、
合
併
処
理
型
へ
の
切
り
替

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

合併処理浄化槽の設置に補助金
　
町
で
は
、
生
活
雑
排
水
の
浄
化
を

目
的
と
し
て
、
家
庭
用
の
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
の

２２

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

家
の
新
築
や
ト
イ
レ
、
風
呂
の
改
築

な
ど
を
お
考
え
の
方
は
、
浄
化
槽
の

設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生

活
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
も
の

で
、
水
質
汚
濁
防
止
と
快
適
な
環
境

補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

金　　額区　分

６８万円程度５人槽

９０万円程度７人槽

１３３万円程度１０人槽

◆浄化槽の価格（参考）

金　　額区　分

３５２,０００円５人槽

４４１,０００円７人槽

５８８,０００円８～５０人槽

該当なし５１人槽以上

◆補助金の額

づ
く
り
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
設

置
に
要
す
る
時
間
も
短
く
、
車
１
台

分
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
補
助
対
象
の
地
区
は
、
ま
だ
下
水

道
整
備
が
始
ま
っ
て
い
な
い
▼
小
谷

鳥
▼
漉
磯
▼
豊
間
根
▼
荒
川
▼
織
笠

―
―
で
す
。
た
だ
し
、
山
田
地
区
は

下
水
道
整
備
地
区
を
除
い
た
一
部
の

地
域
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
（
し
尿
だ
け
を

処
理
す
る
浄
化
槽
）
は
生
活
雑
排

水
を
処
理
せ
ず
放
流
す
る
た
め
、

●数値は１人が１日に出す水質汚濁物質の
　量をＢＯＤで表したもの

合併処理浄化槽

汚れの量
27グラム

水洗トイレ

汚れの量
13グラム

汚れの量
4グラム

台所、ふろ、
洗たくなど
の排水

　
設
置
す
る
際
に
は
、
浄
化
槽
の
費

用
の
ほ
か
に
取
り
付
け
や
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
排
水
管
の
工
事
費
な
ど
が

掛
か
り
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
額
は

上
表
の
と
お
り
で
す
が
、
１
年
間
で

補
助
金
を
交
付
で
き
る
戸
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
設
置
を
お
考
え
の
方
は
計

画
の
段
階
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
基
数
　
　
基
１１

▽
申
込
期
間
　
　
月
２
日
～
　
日

１２

１８

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
地
域

整
備
課
下
水
道
庶
務
担
当
（
察
　８２

－

３
１
１
１
内
線
２
１
１
）
へ
。

　
自
然
環
境
の
保
護
が
世
界
規
模
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
水
質
環

境
の
保
全
は
水
産
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
本
町
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
問

題
で
す
。
川
や
海
が
汚
染
さ
れ
る
主

な
原
因
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
排
水
。

こ
の
排
水
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
る

と
次
第
に
水
質
が
悪
化
し
、
水
産
業

に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　
本
町
で
は

大
浦
、
船
越
、

田
の
浜
、
大

沢
の
４
地
区

で
下
水
道
の

　町内金融機関では、下水道に接続するための

排水設備工事の資金を融資しています。

　対象となる工事は、下水道の供用開始から７

年以内に行われるものです。なお、新築や建築

確認を伴う増改築の場合は対象となりません。

また、対象となる方でも、金融機関の審査によ

り融資できないことがありますので、あらかじ

めご了承ください。

◇対象者　町税と上下水道使用料を滞納していな

い人

※上記の条件を満たし町内に住所がある連帯保

証人１人が必要です。

◇対象となる工事　下水道の供用を開始した日

から７年以内に行われる排水設備工事（地区

により対象期間が異なりますので、詳しくは

お問い合わせください）

◇融資限度額　一戸建て一般住宅…９０万円　共

同住宅…２７０万円（水洗大便器を設置する一戸

につき４５万円、上限６戸）

◇償還期間　５年（６０回払い）

※年４％を上限として町が利子分を補助します。

環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境をををををををををを守守守守守守守守守守っっっっっっっっっってててててててててて快快快快快快快快快快適適適適適適適適適適なななななななななな暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららしししししししししし環境を守って快適な暮らしををををををををををを

下
水
道
へ
の
接
続
は
お
早
め
に

排水設備工事費の融資制度

◆問い合わせ　町地域整備課下水道庶務担当

　　　　　　　（察８２－３１１１内線２１１）へ。

水洗化率地　区

８０.１％大　浦

５４.９％船　越

５３.６％大　沢

４６.１％田の浜

◆各地区の水洗化率

供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
水

洗
化
率
は
昨
年
度
末
現
在
で
　
・
７

５３

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
普
及
す
る
こ
と
で
▽
生

活
排
水
が
道
路
側
溝
に
流
出
し
な
い

た
め
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
防
ぎ
、

快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
▽
水
質
汚
濁
の
大
き
な
原
因
と
な

る
家
庭
な
ど
か
ら
の
排
水
を
浄
化
し
、

川
や
海
を
き
れ
い
に
保
つ
―
―
な
ど
、

水
質
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
生
活
環

境
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
利
用
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
ょ
う
。

※補助金の額は本年１２月１日現在



【５】

　
町
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
（
中
村
 卓
  美
 

た
く
 
み

隊
長
・
隊
員
　
人
）
に
、
制
服
一
式

１５

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
る
さ
と
消

防
団
活
性
化
助
成
事
業
」
に
よ
る
助

成
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
、
紺

　
大
浦
婦
人
消
防
協
力
隊
（
野
田
 和
 

か
ず

 子
 隊
長
・
隊
員
２
０
０
人
）
に
、
軽

こ可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
が
配
備
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
助
成

を
財
源
と
し
て
財
団
法
人
日
本
消
防

協
会
が
実
施
す
る
「
女
性
消
防
隊
に

よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
」
の
初
期
消
火
活
動
お

よ
び
応
急
救
護
普
及
活
動
助
成
事
業

に
よ
る
助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
も

の
で
す
。
交
付
式
は
　
月
　
日
に
大

１０

２４

浦
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
隊

へ
資
機
材
が
交
付
さ
れ
る
と
、
早
速

A
E
D
訓
練
キ
ッ
ト
を
使
用
し
た
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
隊
員
ら
は

山
田
消
防
署
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
な
が
ら
、
防
災
に
対
す
る
心
構
え

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▽
配
備
さ
れ
た
資
機
材
　
Ｄ－

１
級

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
レ
サ
シ
ア
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス

キ
ル
ガ
イ
ド
モ
デ
ル
一
式
、
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
　
個
２０

色
の
制
服
に
肩
章
や
飾
緒
な
ど
が
付

属
し
て
い
ま
す
。

　
配
備
さ
れ
た
制
服
は
　
月
８
日
に

１１

行
わ
れ
た
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
で
披

露
さ
れ
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包

ん
だ
隊
員
ら
は
消
防
団
の
号
令
に
合

わ
せ
高
ら
か
に
ラ
ッ
パ
の
音
色
を
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

▽
配
備
内
容
　
ラ
ッ
パ
隊
制
服
一
式

　
着
（
制
帽
、
上
下
制
服
、
肩
章
、

１５飾
緒
、
エ
ン
ブ
レ
ム
、
ネ
ク
タ
イ
、

ベ
ル
ト
）

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
費
」
を
財
源
と
す
る
助
成
事
業
に
よ
り
、

大
浦
婦
人
消
防
協
力
隊
と
町
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に
消

防
資
機
材
な
ど
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り

消
防
資
機
材
な
ど
配
備

大
浦
婦
人
消
防
協
力
隊
に

小
型
の
消
防
ポ
ン
プ
な
ど

町
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に
は

制
服
一
式
が
配
備
さ
れ
る

資機材を配備された大浦婦人消防協力隊

真新しい制服で吹奏する町消防団ラッパ隊

　消防法の改正により、すべての住宅に住宅用火災警

報器の設置が義務付けられました。近年、建物火災に

よる死亡者は増加傾向にあり、その原因の６割以上が

逃げ遅れによるものです。火災警報器は、火災の発生

を警報音や音声などで知らせ、より早く避難できるよ

うにするための装置です。大切な命を火災から守るた

め、お早めに設置をお願いします。

◇設置期限　既存住宅は平成２３年５月３１日まで

※新築住宅には、平成１８年６月１日から既に設置が義

務付けられています。

◇設置場所　常時寝室として使用しているすべての居

室と、寝室がある階の階段に、煙式（煙に反応する

タイプ）のものを設置してください。

◇設置後の届け出　住宅用火災警報器を設置したら、

消防署に届け出てください。届け出用紙は、販売店

や消防署、宮古地区広域行政組合消防本部のホーム

ページ（http://fire.miyako.iwate.jp/index.html）内にあ

ります。

◆問い合わせ　山田消防署予防係（察８２－３１３９）へ。

階段

居室

台所

寝室がある階の階段 各寝室

寝室

リビング

◇設置例（２階建てで２階に寝室・居室がある場合）

住宅用火災警報器の
　設置はお済みですか

既存住宅は平成２３年５月末までに



Y

【６】

　
保
護
司
と
し
て
　
年
の
長
き
に
わ

２３

た
る
功
績
に
対
し
、
船
越
の
港
安
子

さ
ん
（
　
）
に
法
務
大
臣
表
彰
が
贈

７４

ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
　
月
４
日
、

１１

盛
岡
市
で
開
か
れ
た
東
北
地
方
更
生

　
山
田
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
、
　

月
　
日
に
開
か
れ

１０

３０

た
平
成
　
年
度
全
国
食
生
活
改
善
大

２１

会
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

　山田町食生活改善推進員協議会は、

『わたしたちの健康はわたしたちの手

で』を基本方針に、食を通して住民の

健康づくりを目指すボランティア活動

組織です。各地区での健康料理講習会

や町内各学校での食育活動などを通し、

健康的な食生活を地域に普及させるた

めの活動をしています。

　会員は町の主催する養成教室を受講

し、食生活を中心に運動や健康などさ

まざまなことを学びます。知識や技術

を身に付け、町民の健康づくりに役立

ててみませんか。

　養成教室は、来年１月に開催する予

定です。興味のある方は町保健福祉課

までお問い合わせください。

◆問い合わせ　町保健福祉課健康づく

り担当（察８２－３１１１内線１６１）へ。

左から鈴木 八  重  子 副会長、鈴木
や え こ

 恊 
きょう

 子 会
こ

長、坂本カヨ子副会長

 町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

長
年
の
活
動
に
厚
生
労
働
大
臣
賞

し
た
。
昭
和
　
年
の
協
議
会
発
足

５８

以
来
、
地
域
で
の
組
織
活
動
に

よ
っ
て
食
生
活
の
改
善
を
行
い
、

長
年
に
わ
た
り
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
会
の
鈴
木
恊
子
会
長
は
「
こ

れ
ま
で
活
動
に
携
わ
っ
た
会
員
や

多
く
の
先
輩
方
の
お
か
げ
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
長
い
間
の
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
と
喜
ん
で
い
ま

す
。
近
年
、
食
の
安
心
・
安
全
が

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
受
賞

を
励
み
に
今
後
も
町
民
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

住民の健康づくりのため
一緒に活動しませんか

　
本
年
度
の
地
方
教

育
行
政
功
労
者
と
し

て
、
前
山
田
町
教
育

長
の
松
尾
光
信
さ
ん

（
織
笠
・
　
）が
表
彰

７１

を
受
け
ま
し
た
。

　
地
方
教
育
行
政
の

発
展
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
顕
著
な

方
々
に
、
そ
の
功
に

報
い
る
た
め
文
部
科
学
大
臣
が

表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

本
年
度
県
内
で
は
松
尾
さ
ん
を

含
め
て
３
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に

３７

保
護
大
会
の
席
上
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
司
は
国
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
犯
罪
や

非
行
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
人
の
生
活
相

談
な
ど
、
社
会
復
帰

へ
の
手
助
け
を
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
港
さ

人
な
ど
の
更
生
支
援
に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。

　
港
さ
ん
は
「
保
護
司
会
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
、
家
族
の
支
え
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
責
任

の
重
大
さ
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
し
て
立

派
に
自
立
し
た
姿
を
目
に
し
た
と
き
、

保
護
司
で
な
け
れ
ば
成
し
得
な
い
こ

と
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
し
、
こ
の
喜

び
が
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
犯
罪
や
非
行
の
無
い
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
き

た
い
」
と
変
わ
ら
ぬ
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

港
安
子
 さ ん
 に
法
務
大
臣
表
彰

松
尾
光
信
さ
 ん
 （
　
　
）に

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

前
山
田
町

　
教
育
長

ん
は
昭
和
　
年
に
保

６１

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
罪
を
犯
し
た

松 尾 光 
みつ

 信  さん
のぶ

港　　 安 　
やす

 子  さん
こ

教
職
に
就
き
、
山
田
中
学
校
校
長
な

ど
を
経
て
平
成
　
年
か
ら
８
年
間
に

１２

わ
た
り
山
田
町
教
育
長
と
し
て
本
町

の
教
育
行
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
「
た
い
へ
ん
名
誉
な

こ
と
で
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
各

学
校
の
校
長
や
先
生
方
、
委
員
会
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。



【７】

寄贈された村木千年さんの
作品「命」（丸写真）／１０
月１３日、村木さんが役場を
訪れ、岩船敏行教育長に作
品を手渡しました

彫 刻 家 の 村 木 千 年 さ ん

自作の一刀彫を町に寄贈
　彫刻家の村木 千  年 さん（飯岡・６５）が、自作の一

ち とし

刀彫１点を町に寄贈しました。
　寄贈した作品「命」は、森の王者クマタカがヤマ
ドリを捕まえた様子を表現したもので、台座からの
高さは６６㌢。ヒノキを彫り、クマタカの羽１本１本
まで繊細に刻まれています。平成１８年に製作、同年
の岩手芸術祭彫刻部門で優秀賞を受賞しています。
　２０代後半から木彫りを始め、６０歳で大工を引退し
て以来一刀彫に打ち込み、現在は自宅隣で工房「一
刀彫むら木」を営む村木さん。設計図などは描かず
に、目の前にある木と向かい合い感じるままに彫り
進め、ひたすら製作に没頭しているそうです。
　村木さんは「この作品はわたしの自信作。多くの
人に見ていただきたい」と話していました。　

　
財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業

振
興
会
主
催
の
平
成
　
年
度

２１

第
　
回
農
林
水
産
祭
林
産
部

４８
門
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
、

荒
川
の
芳
賀
 榮
  三
 さ
ん（
　
）

え
い
 ぞ
う

６４

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
過
去
一
年
間
に

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
方
の
中
か
ら
部
門
ご
と
に

よ
り
優
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る

天
皇
杯
等
三
賞
（
天
皇
杯
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
日
本
農

芳
賀
榮
三
さ
ん
が
総
理
大
臣
賞
受
賞

林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
）
の
一
つ
。

芳
賀
さ
ん
は
、
優
れ
た
品
質
と
地
域

経
済
へ
の
貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ
、

林
産
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
部
門
で
の
受
賞
は

県
内
で
４
人
目
、
本
町
で
は
平
成
　１７

年
度
に
受
賞
し
た
芳
賀
 計
  市
 さ
ん
に

け
い
 い
ち

続
き
２
人
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
や
全
国
乾
椎

茸
品
評
会
で
通
算
　
回
、
農
林
水
産

１０

大
臣
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
平
成
　
年
１９

秋
に
は
黄
綬
褒
章
を
受
章
す
る
な
ど

数々の功績が認められ、林産部門で内閣総理
大臣賞の栄誉を受賞した芳賀榮三さん

の
保
有
は
誰
に
も
負
け
な
い
こ
と
を

目
標
に
苦
労
を
重
ね
た
結
果
、
今
で

は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
　
棟
に
約
　
万

１８

１０

本
の
ほ
だ
木
を
保
有
す
る
全
国
で
も

屈
指
の
生
産
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
冬
の
低
温
と
春
先
に
乾
燥
が
続
く

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
は
厳
し
い
本
町
の

気
候
下
で
も
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

の
水
分
、
温
度
調
節
に
よ
り
高
品
質

な
シ
イ
タ
ケ
を
作
る
芳
賀
さ
ん
。

「
菌
が
良
く
て
も
気
候
条
件
な
ど
で

育
た
な
い
こ
と
も
あ
る
。
す
べ
て
自

の
功
績
を
持
つ
芳
賀
さ
ん
。

「
と
て
も
栄
誉
な
賞
を
頂

き
ま
し
た
。
同
業
の
皆
さ

ん
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ

て
の
受
賞
で
す
」
と
仕
事

に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
感
謝

し
受
賞
を
喜
び
ま
す
。

　
芳
賀
さ
ん
が
シ
イ
タ
ケ

栽
培
を
始
め
た
の
は
　
年
２７

前
。「
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
の
で
設
備
投

資
が
大
変
で
し
た
」
と
苦

労
を
話
し
ま
す
。
ほ
だ
木

第４８回農林水産祭林産部門

シ
イ
タ
ケ
生
産
の
熱
き
思
い
届
く

分
で
管
理
し
な
け
れ
ば
い
い
も
の
は

作
れ
な
い
」
と
最
盛
期
に
は
毎
日
ハ

ウ
ス
に
通
い
、
年
間
約
３
㌧
を
生
産

し
ま
す
。
ま
た
、
延
べ
６
０
０
人
を

雇
用
し
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
芳
賀

さ
ん
。「
シ
イ
タ
ケ
生
産
は
ま
だ
伸

び
る
産
業
。
自
分
が
培
っ
て
き
た
生

産
技
術
を
後
輩
に
伝
え
、
地
域
の
産

業
発
展
に
貢
献
し
た
い
。
そ
れ
に
は

　
歳
ま
で
現
役
で
続
け
、
い
ず
れ
は

８０息
子
に
も
仕
事
を
継
が
せ
た
い
」
と

高
品
質
の
シ
イ
タ
ケ
作
り
に
か
け
る

熱
い
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。



左から内舘奏太君、佐々木廉君、

伊東利喜君

【８】

　
　
月
　
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
　
回
県

１０

１７

２７

中
学
校
新
人
大
会
で
、
山
田
中
学
校
の

活
躍
ぶ
り
が
光
り
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
は
盛
岡
市
で
行

わ
れ
、
男
子
団
体
が
優
勝
し
ま
し
た
。

１
回
戦
を
圧
倒
的
な
強
さ
で
突
破
し
た

山
田
中
男
子
は
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に
決

勝
ま
で
の
全
試
合
を
１
戦
も
落
さ
ず
に
、

こ
の
大
会
で
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

奥州前沢マラソ奥州前沢マラソンン

山
田
南
小
児
童
が
上
位
入
賞

で
福
士
 泰
  佳
 さ
ん（
２
年
）、　

㌔
級
で

や
す
 
か

５７

佐
々
木
 澪
 さ
ん（
１
年
）、　

㌔
級
で
箱

み
お

７０

石
 知
  里
 さ
ん（
１
年
）が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、

ち
 
さ
と

３
階
級
を
制
覇
し
た
ほ
か
、
団
体
で
も

３
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
男
子
の
部
で

も
個
人
　
㌔
級
で
中
村
 大
  和
 君（
２
年
）

や
ま
 
と

５０

と
　
㌔
級
で
佐
々
木
 涼
 

り
ょ
う

 駒
 君（
２
年
）が

が

９０
と
も
に
３
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　
陸
上
競
技
は
金
ケ
崎
町
で
行
わ
れ
、

昆
 充
 君（
２
年
）が
共
通
３
０
０
０
㍍
の

み
つ
る

部
を
９
分
６
秒
　
の
大
会
新
記
録
で
優

４９

勝
し
、
２
年
１
５
０
０
㍍
の
部
の
優
勝

と
合
わ
せ
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
１
年
１
５
０
０
㍍
の
部
で
は

佐
々
木
 彩
  華
 さ
ん
が
５
分
５
秒
　
の
好

さ
や
 
か

３５

タ
イ
ム
で
優
勝
。
男
子
共
通
８
０
０
㍍

の
部
で
は
佐
々
木
 樹
  希
  弥
 君（
２
年
）が

じ
ゅ
 
き
 

や

３
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◇
団
体
出
場
選
手
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子
…
福
士
和
、
柏
谷
一
樹
、
川
村
 将
 

ま
さ

 史
 、
平
澤
 大
  地
 、
福
士
 和
  也
 （
以
上

し
 

だ
い
 
ち
 

か
ず
 
や

２
年
）、
山
岸
 俊
  哉
 、
堀
合
 隆
  輝
 、
佐

し
ゅ
ん
 
や
 

り
ゅ
う
 
き

藤
 貴
  大
 
（
以
上
１
年
）　
柔
道
女
子
…

た
か
 ひ
ろ

福
士
泰
佳
、
織
笠
 楓
 （
以
上
２
年
）、

か
え
で

箱
石
知
里
、
佐
々
木
澪
、
大
川
 七
  海
 

な
な
 
み

（
以
上
１
年
） 

《
敬
称
略
》

陸上800㍍で３位

佐々木彩華さん 昆　　　充君佐々木樹希弥君

陸上1500㍍で優勝 陸上２種目で優勝

県中学校新人大会

新人大会初優勝の男子ソフトテニス部

県小学生ロードレースリレー大会

チ
ー
ム
豊
間
根
が
初
優
勝

11月10日、沼崎町長に優勝

の報告を行いました

　
　
月
７
日
に
奥
州
市
で
開
か
れ
た

１１
第
６
回
県
小
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
リ

レ
ー
大
会
で
、
チ
ー
ム
豊
間
根
陸
上

 倶
  楽
  部
 が
初
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会

ク
 

ラ
 

ブ

に
は
県
内
か
ら
　
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

１７

が
出
場
。
豊
間
根
小
の
５
、
６
年
生

で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
豊
間
根
は
、

当
日
は
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
す
る
走
り
を
見
せ
、
初
出
場
な

が
ら
２
位
に
　
秒
の
差
を
つ
け
大

４２

会
を
制
覇
。
３
月
に
大
阪
で
行
わ

れ
る
第
　
回
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス

１２

カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
大
会
へ
の
出

場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
木
村
 和
  貴
 君
は

か
ず
 
き

「
本
番
は
み
ん
な
練
習
以
上
の
力

を
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
全
国

大
会
で
は
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
決
意

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
出
場
選
手
　
福
士
 優
  美
 、
勝
山
 雅
 

ゆ
う
 
み
 

ま
さ

 治
 、
沼
崎
 優
  花
 、
平
山
 史
  乃
 、
伊

は
る
 

ゆ
う
 
か
 

し
 

の

藤
 剣
  心
 、
木
村
和
貴（
以
上
６
年
）、

け
ん
 し
ん

芳
賀
 駿
 

し
ゅ
ん

 仁
 、
西
川
 心
萌
 （
以
上
５

じ
 

こ
こ
ろ

年
）
 

《
敬
称
略
》

　１１月１日に奥州市前沢区で開か

れた第２７回スポニチ奥州前沢マラソ

ンのミニマラソンリトルの部（４.２１㌔）

で、山田南小６年の内舘 奏  太 君が優
そう た

勝、佐々木 廉 君が２位、伊東 利  喜 君
れん とし き

が６位にそれぞれ入賞する活躍を見

せました。大会では、内舘くんがス

タートから先頭を独走し、１６分２６秒

の好タイムで優勝。佐々木君と伊東

君も最後までトップを争う走りで見

事入賞を果たしました。

　優勝した内舘君は「とてもうれしい。中学

校ではサッカー部に入り、駅伝の代表にも選

ばれるように頑張りたい」と話していました。

山田中選手の
　　　活躍光る

柔
道
競
技
で
活
躍
し
た
女
子
柔

道
部
（
上
写
真
）
と
男
子
柔
道

部
の
皆
さ
ん

ま
た
、
男
子
個
人

戦

で

は
、
福

士

 和
 ・
柏
谷
 一
  樹
 組

か
ず
 

か
ず
 
き

が
３
位
に
入
賞
し

て
い
ま
す
。

　
柔
道
競
技
は
一

関
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
女
子
の
部

で
は
個
人
　
㌔
級

４８



【９】

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
の
健
全

２０

化
判
断
比
率
と
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の

施
行
に
よ
り
財
政
の
健
全
性
を
判

断
す
る
た
め
の
指
標
と
基
準
が
定

め
ら
れ
、
算
定
と
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
町
で
は
す
べ
て
の

指
標
で
国
が
定
め
る
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
り

一
層
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

す
べ
て
の
指
標
で
基
準
を
ク
リ
ア

　町では、中長期的視野に立った財政

運営を進めるための「財政計画２００９」

（一般会計）を策定しました。

　これは昨年度策定した「財政計画

２００８」を平成２０年度決算統計の実績や

平成２１年度普通交付税の決定額を基に

見直したもので、第８次山田町総合発

展計画（平成１８年度から２２年度までの

５カ年間）を実現するための財政運営

の指針となるものです。

　町は、これまで財政再生団体（民間

でいう破産）への転落を回避するため、

行政改革に沿って人件費の削減や公共

事業の見直しを進め、歳出規模を縮減

してきました。今後も、身の丈にあっ

た健全な財政運営に努めていきますの

で、皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
算
定

【用語解説】

①実質赤字比率…一般会計の赤字の程度を指

標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

②連結実質赤字比率…すべての会計の赤字や

黒字を合算し、山田町全体としての財政運

営の深刻度を示すものです。

③実質公債費比率…借入金の返済額やこれに

準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの

危険度を示すものです。

④将来負担比率…一般会計の借入金（地方債）

や将来支払っていく可能性のある負担の残

高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する

可能性が高いかどうかを示すものです。

・早期健全化基準…町の財政状況が要注意ゾーンに
達する基準値。①～④のいずれかがこの基準を超

えると、財政健全化のため対策を取らなければな

りません。

・財政再生基準…町の財政状況が危険ゾーンに達す
る基準値。①～③のうち１項目でもこの基準を超

えると町は財政再生団体（民間でいう倒産）とな

り、国の管理下で財政再建対策が取られることと

なります。

⑥資金不足比率…公営企業の資金不足を、公

営企業の料金収入の規模と比較して指標化

し、経営状況の深刻度を示すものです。

・経営健全化基準…公営企業の経営状況が要注意
ゾーンに達する基準値。この値を超えると健全化

のため対策を取らなければなりません。

◆健全化判断比率

④将来負担
　比　　率

①実質赤字
　比　　率

②連結実質
　赤字比率

③実質公債
　費 比 率

早期健全化基準
財政再生基準

350％0％ 500％

20％ 50％15％

20％0％ 40％ 50％

25％ 35％ 50％

山田町
0％

山田町
0％

山田町
15.9％

早期健全化基準

0％

0％ 山田町
102.0％

◆資金不足比率

　本町の資金不足比率はすべての公営企業会計

（上水道事業、簡易水道事業、漁業集落排水処理

事業、公共下水道事業）で０％となり、経営健

全化基準の２０.０％をクリアしました。

財政公表 ▽問い合わせ　町企画財政課

　財政担当（内線431）へどうぞ。

歳　

入

歳　

出

◆財政計画（平成２０年度～２５年度）　　　   　〔単位：百万円〕

財政計画
２００９



ささき ともゆき くん

（わかき保育園・６）

　おおきくなったら大工さんに
なりたいです。大きな家を建てて
みんなに見せてあげたいな。

【１０】

高齢者大学の出品者名除かないで
　「来たんせ！見だんせ！山田の芸術」をスローガンに開催

された町民芸術祭の作品展示部門を鑑賞して、回を重ねる

ごとに磨きがかかっている作品の出来栄えに感動した。そ

の中でも、宮古工業高生徒による津波を再現できる模型に

は目を見張るものがあった。また、全会場が整然とし鑑賞

しやすくなっているのには、担当者のご苦労が伺われた。

　全作品を見終え、帰宅後に出品者名簿を見た時、なぜか

高齢者大学の出品者名が除かれていた。これでは今後の出

品意欲が消滅するのではないか。皆さんがどう感じたのか

気になるところだ。

　高齢者への配慮をお願いしたいものだ。

齋藤忠雄（船越・８３）

ペタンク大会に参加して
　１１月４日、色づいた木々に囲まれた県立青少年の家で、町老人

クラブ連合会主催のペタンク大会が行われた。織笠からは２チー

ムが参加。ルールも分からないわたしたちは、織笠Ｂチームとし

て度胸よく参加した。予選リーグは大浦Ａ、大沢東Ａ、豊間根Ａ

と対戦。審判員の指示も理解できなくて、ただただボールを投げ

るだけ投げ続けた。全部の試合が終わり成績発表のとき、「優勝は

大浦Ａチーム。準優勝は織笠Ｂチーム」と呼ばれたときは夢のよ

うだったし、まぐれかなと思った。町老人クラブ連合会の皆さん

と楽しくプレーできたペタンク大会だった。

　菊地サカヱ（織笠・７４）

黒澤侑（６）

福
舘
萌（
　
）
１０ 神

鎗（
　
）
１３

佐
々
木
詢（
？
）

トモコしゅうかピー（１２）

森
文
哉（
７
）

後
藤
和
子（
？
）

木
村
瑠
衣（
８
）

大
極
咲
耶（
８
）

紅
月（
　
）
１３

ス
ジ
ニ
（
　
）
１１

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ（
　
）
１４

阿
部
伊
祥（
７
）

マ
カ
＝
ア
ル
バ
ー
ン
（
　
）
１３

ゴンザレス（１１）



【１１】

ワカメ養殖組合誕生までの概要（２）
（前号より続き）

　そのうち、初代若布組合長の故川端秀一さんより「ワカメの養

殖を始めるから同志を２、３人集めるように」とのことであった

が、なかなか人が集まらなかった。ワカメの養殖はそれまで誰も

考えてみたこともない話で、賛同する人はほとんどなく、珍しい

試みに挑む人はいなかった。

　当時、山田湾での養殖業はノリ、カキ、若干のホヤが主力で、

それ以外は考えてもみなかったのであろう。それでも有志４人を

なんとか集め、作業にこぎ着けた。川端さんは宮城県女川方面の

現場を見ており、その方法は水平式のＷ方式であった。養殖施設

は、川端さんが山田のカネメ漁業部よりサンマの棒受用の 孟  宗  竹 
もう そう ちく

の中古を実費で買い、わたしがコールタール染の縄を出して水平

式の要領で造った。その規模については全く記憶がなく、どうし

ても記憶がよみがえらない。誰か覚えているだろうか。 （つづく）

山﨑卓三（大浦・？）

軒
下
や
風
に
揺
ら
れ
し
柿
 簾
 

す
だ
れ

冷
し
酒
一
人
の
 刻
 が
流
れ
ゆ
き

こ
く

　
 無
  明
 の
酒
に
む
な
し
く
酔
い
し
れ
る

む
 
み
ょ
う

内
舘
洋
一
（
飯
岡
・
　
）
６６

朝
起
き
て
朝
刊
開
く
二
年
 男
  孫
 

ま
 
ご

　
新
聞
業
務
 冥
  利
 に
尽
き
る

み
ょ
う
 
り

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
）
６５

転
勤
で
孫
離
れ
ゆ
く
寂
し
さ
が

　
木
枯
ら
し
ご
と
く
 秋
  冷
 暮
れ
ぬ

し
ゅ
う
 れ
い

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
）

合
併
で
市
に
は
な
れ
ど
も
バ
ス
は
な
く

　
お
い
に
は
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ホ
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ト

白
は
英
語
で
ホ
ワ
イ
ト
と
い
う
。
小
さ
い

と
き
は
父
に
あ
き
れ
ら
れ
る
く
ら
い
、
ピ

ン
ク
ば
っ
か
り
好
き
で
し
た
。

今
、
白
は
と
て
も
大
好
き
な
色
。
そ
し
て

空
の
色
で
、
空
を
見
る
と
空
想
を
描
く
。

白
紙
で
消
せ
な
い
ホ
ワ
イ
ト
。
目
に
は
見

え
な
い
、
毎
日
見
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
の
空
。

佐
藤
啓
子
（
船
越
・
　
）
３１

●１ 大沢小の学習発表会で演じられ

た全校表現劇は「冊よ光れ」？

　佳海　加山　可川

●２ 今月の「ぼくのゆめ」に登場し

たささきともゆきくんの夢は？

　佳漁師　加大工　可警察官

●３ 今月のキッチンスタジオで紹介

した料理は「冊冊の酢漬け」？

　佳タコ　加ホヤ　可イカ

●４ 今号の「１歳になりました」に

登場している赤ちゃん７人のう

ち、女の子は何人？

　佳２人　加３人　可４人

【応募方法】　はがきに陰クイズの

答え隠住所韻氏名吋年齢を明記の

上、ご応募ください。全問正解者

の中から抽選で１０人に５００円の図

書カードをプレゼント。応募は一

人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所記載

不要）山田町役場広報クイズ係

【締め切り】　１２月１８日（当日消印

有効）

☆前回の正解は①－Ｃ、②－Ｂ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者数

は４１人で４１人が正解。抽選の結

果次の１０人が当せんしました。

長崎＝藤原静子（５９）　飯岡＝

佐々木莉那（７）　船越＝大久保結

衣（１４）、山﨑梨々花（１４）　田の

浜＝高橋直也（１２）　大浦＝木村

瑠衣（８）　織笠＝阿部伊祥（７）

大沢＝鈴木裕輝（８）　豊間根＝

佐々木寿理（１０）、木村夏美（１３）

　　<敬称略>

◆投稿規程　試住所、氏名、年齢、
電話番号を明記。ペンネーム、匿
名での掲載を希望する方はその旨
をさらに付け加えてください試住
所、氏名が記入されていないもの
は掲載しません試営利・政治的活
動を目的としたものや、特定の個
人・団体をひぼう・中傷するもの
は掲載できません試４００字を超え
た投書は４００字程度まで添削いた
します。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）
山田町役場総務課情報管理担当へ
どうぞ。

姫（
　
）
１３

姫
神
 （
　
）
１４

長
嶋
彩
乃（
６
）

佐
々
木
優
多（
７
）

Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ（
　
）
１２

鈴木裕輝（８）

伊
勢
丹
の
紙
袋（
　
）
１４

第
６
十
刃（
　
）
１４

活
発
的
！
（
　
）
１４

ア
オ
パ
ン
マ
ン
（
　
）
１２

佐々木莉那（７
）
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　１０月２８日、皇居の 新  嘗  祭 に献上する献穀の献納式が行
にい なめ さい

われ、県を代表して荒川の瀬川 智  宏 さん(６０)と 敏  子 さん
とも ひろ とし こ

(５９)夫妻が精米１升を献上しました。皇居で行われた献

納式には天皇皇后両陛下がお出ましになり、陛下から献

穀のお礼ならびに作物の作柄状況についてのお言葉を賜

りました。献上した米は、１１月２３日に皇居で行われた新

嘗祭に供進されました。瀬川さんは「天皇陛下ご即位２０

周年というおめでたい年に献上できたのは、農家にとっ

てこれ以上ない栄誉です。ひとえに献穀作りにご協力い

ただいた皆さんのおかげです」と話していました。

丸紅基金の社会福祉事業

豊間根保育園に助成金寄贈
　社会福祉法人三心会（清水 誠  勝 理事長）が運営する豊

せい しょう

間根保育園に、社会福祉法人丸紅基金（朝田 照  男 理事長）
てる お

から助成金が寄贈されました。この基金は、全国の社会

福祉事業に対し２００万円を上限に総額１億円を毎年助成

しているもので、本年度は７３６件の応募の中から６９件が

採択。同園には、老朽化した施設の補修工事に対して助

成金８０万円が決定されました。贈呈式は１１月５日に同園

で行われ、丸紅東北支社の後藤 正  典 支社長から清水理事
まさ のり

長に目録が手渡されました。清水理事長は「この助成金

で施設をきれいに直し、子どもたちが健やかに育ってい

ける保育園となれるように頑張りたい」と話しました。

東北電力などから球根寄贈

山田南小児童らと植え付け
　東北電力宮古営業所（三国 俊  晴 所長）は、関連企業３

とし はる

社とともに町にチューリップの球根１,０００個を寄贈しま

した。平成１２年５月に本町とオランダのザイスト市が友

好都市を締結した記念に毎年行われているもので、本年

で１０回目となります。贈呈式は１１月１０日に行われ、三国

所長と関連企業の代表４人、飯岡地区住民自治会(中村 郁 
いく

 子 副会長)の役員３人が出席。三国所長が「今後もこの事
こ

業を続けて、本町とより良い関係を築いていきたい」と

あいさつし、沼崎喜一町長に球根を手渡しました。贈呈

式に先立ち１１月２日には球根の植え付けが行われ、山田

南小４年の児童と飯岡地区住民自治会、東北電力の社員

ら７９人が参加。長崎地区の町道沿いにある花壇に参加者

の手で一つ一つ丁寧に植えられました。

山田南小児童らにより長崎地区
の花壇に球根が植えられました
（上写真）／11月10日に行われ
た贈呈式の様子

瀬川夫妻が丹精込めた新米

新嘗祭への供進のため献上



【１３】

　今月の題字

白野 虹  歩 ちゃん
にじ ほ

　　　（大沢小３年）

血液事業に寄付の佐々木さん

厚生労働大臣から感謝状贈呈
　日本赤十字社に１００万円を寄付した佐々木 昭  平 さん

しょう へい

（飯岡・８２）に対し、厚生労働大臣から感謝状が贈られま

した。伝達式は１１月１２日に役場で行われ、日赤県支部山

田町分区長の沼崎喜一町長から感謝状と記念品が手渡さ

れました。佐々木さんは、４年前に４８歳で亡くなった長

男の肝炎治療や自身の手術の際に輸血を受けたことから、

血液事業に感謝への気持ちを表し寄付を行ったものです。

佐々木さんは「今わたしが生きていられるのも血液事業

のおかげ。世の中の人のために少しでも貢献できればう

れしい」と話していました。

産業活性化推進協議会

11項目の具体策を町に提言
　山田町産業活性化推進協議会（委員長・遠藤 昌  雄 県立

まさ お

大教授）が11月６日、町に対し提言書を提出しました。

町内の農業者や漁業者、事業者など19人で構成される同

協議会は、昨年８月に発足。８回にわたり会議が行われ、

それぞれの現場に携わる委員が町産業の現状や課題につ

いて意見を交わし、11項目の産業振興策を盛り込んだ提

言書を作成しました。この日、遠藤委員長が「産業の活

性化には町民の自助努力が前提であるが、町からも適切

な支援をお願いしたい」とあいさつし、沼崎喜一町長へ

提言書を提出しました。これに対し沼崎町長は「これま

でのご協力に感謝します。いただいた提言については、

できるだけ施策に反映させていきたい」と述べました。

道の駅やまだで収穫祭

７,０００人が秋の味覚を満喫
　秋の味覚をまるごと満喫する道の駅やまだの「収穫祭」

は１１月２２日と２３日の２日間行われ、延べ７,０００人の家族

連れなどでにぎわいました。同施設に開かれた特設会場

では、町内で収穫された新米「秋田こまち」や大根、白

菜、サツマイモなどの農産物販売のほか、山田建築大工

組合による包丁研磨チャリティーや農産物が当たるお楽

しみ抽選会が行われました。また、試食コーナーでは大

鍋で作る芋の子汁や「かき小屋」出張販売による焼きカ

キが格安で提供されたほか、山田産の食材で作ったおし

るこが無料で振る舞われると、訪れた人たちは秋の味覚

に大満足の様子でした。



【１４】

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　町では、山田町次世代育成支

援計画策定委員会委員の一部を

募集します。

試募集人数　２人

試応募資格　２０歳以上で少子化

対策に興味がある町民

試委員の仕事　子供が健やかに

育成される環境の整備計画な

どの検討

試任期　１２月下旬～来年３月末

試応募方法　町保健福祉課また

は役場各支所に備え付けの申

込書に必要事項を記入し、提

出してください。

試応募期限　１２月１０日

◆申込先・問い合わせ　町保健

福祉課児童福祉担当（内線

１３４）へどうぞ。

　小学生を対象とした「冬休み

チャレンジ教室」を開催します。

試期日　１回目…１２月２５日（金）

　２回目…来年１月１３日（水）

試時間　午前８時４５分～１１時半

試場所　勤労者体育センター

試内容　スポーツチャンバラ、

ユニホック、キンボールなど

試対象　両日とも小学生３０人

試持参する物　上履き、手袋

試参加料　両日とも１００円

試申込期限　１回目…１２月１８日

　　　　　　２回目…１２月２４日

◆申込先・問い合わせ　町生涯

学習課社会体育担当（内線

６２６）へどうぞ。

遊びやスポーツで
寒さ吹き飛ばそう

育成支援検討の
委員を一般公募

町
長
室
か
ら

　
一
年
を
締
め
く
く
る
の
に
ふ
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わ
し
い
明
る
い
話
題
が
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れ
ま
し
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。　
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月
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日
か
ら
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１２
り
平
日
も
営
業
す
る
予
定
で
す
。
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　第６回岩手「道の駅」い～はと～ぶスタンプラリーを

開催します。県内３０カ所の道の駅に設置してある応募

はがきに３個以上のスタンプを集めて応募すると、抽選

で県内の特産品が当たります。

試期間　１２月１日～来年４月１１日

試賞品

・３駅以上…いわって大賞（２万円相当）６人

・５駅以上…馬かったで賞（県内道の駅の特産品）６０人

・１０駅以上…アイドリンク賞（４千円相当）３０人

・２０駅以上…つめちゃったで賞（８千円相当）１０人

試抽選・商品発送　来年５月末（予定）

◆問い合わせ　国土交通省岩手河川国道事務所（察０１９

－６２４－３１９６）へどうぞ。

道の駅を制覇して賞品をゲットしよう

◎特設人権相談

試日時　１２月９日（水）午前１０時～午後３時

試場所　町中央コミュニティセンター

試相談内容　親子関係、夫婦関係、名誉、信用、差別、

いじめなど人権に関する相談

試相談員　人権擁護委員

◎行政相談

試日時　１２月１７日（木）午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセンター

試相談内容　国や県、町の仕事で納得できないことなど

試相談員　行政相談委員

◆問い合わせ　町住民生活課住民相談担当（内線１２８）へ。

◎交通事故巡回相談

　交通事故や保険の請求などでお困りの方の相談に応じ

ます。希望する方は前日までにお申し込みください。

試日時　１２月１０日（木）午後１時～３時

試場所　宮古地方振興局（宮古市五月町）

試申込先　宮古地方振興局企画総務部（察６４－２２１１）

◆問い合わせ　県立県民生活センター（察０１９－６２４－

２５８６）へ。

◎多重債務無料相談会

　多重債務についての相談に、専門の相談員が応じます。

試日時　１２月１６日（水）午前１０時～午後５時

試場所　東北財務局盛岡財務事務所（盛岡市内丸）

試申込期限　１２月９日

◆申込先・問い合わせ　東北財務局多重債務相談窓口 

（察０２２－２６６－５７０３）へどうぞ。

各種相談のご案内

　１１月に福岡県で、４歳の子供

が飼い犬にかまれて亡くなると

いう事故が起こりました。犬を

飼っている方は諮エサや水を適

正に与える諮しつけをして飼い

犬との信頼関係を築く諮小さい

子供を意識した安全な飼育方法

を考える――などに心掛け、事

故が発生しないよう適正な飼育

管理を行いましょう。また、犬

の放し飼いは県の条例で禁止さ

れています。柵の中で飼育する

場合でも、飼い犬が逃げ出さな

いよう十分に注意してください。

◆問い合わせ　町住民生活課環

境衛生担当（内線１２７）へ。

飼い犬による事故
防ぐようご注意を 　ＮＴＴ東日本岩手支店では、

１２月中に順次、新しい電話帳

（平成２２年１月発行）を各家庭や

事業所へお届けします。その際、

現在お使いの電話帳は新しい電

話帳とお取り替えしますので、

配達員へお渡しください。

　ＮＴＴでは地球環境保護とし

て、回収した古い電話帳から新

しい電話帳を作る「電話帳循環

型リサイクル」を行っています。

※配達員に古い電話帳を渡せな

かった場合、後日回収に伺い

ますので下記「タウンページ

センタ」までご連絡ください。

◆連絡先・問い合せ先　タウン

ページセンタ（フリーダイヤ

ル０１２０－５０６－３０９）へどうぞ。

ＮＴＴで電話帳を
配達・回収します



【１５】

　宮古公証役場では、公証制度

について広く皆さんに知っても

らうため講演会を開催していま

す。町内会や老人クラブなど各

種団体からの依頼があれば、皆

さんの地域に出向き諮公証制度

と安心な老後の生活設計諮公証

制度と老後の財産管理、遺言に

ついて――など希望する内容に

ついて、無料で講演を行います。

お気軽にご利用ください。

◆申込先・問い合わせ　宮古公

証役場（察６３－４４３１）へ。

　陸中海岸青少年の家では、「創

作ひろば」を開催します。

試日時　１２月１９日（土）

　　　　午前９時半～正午

試場所　陸中海岸青少年の家

試内容　季節の行事に伴う飾り

の制作

試対象　幼児から大人までどな

たでも参加できますが、小学

３年生以下は保護者同伴とし

ます。

試参加料　門松・クリスマス

リース・クリスマスキャンド

ル…５００円　ミニミニツリー

…３００円

※傷害保険（１００円）や昼食（小

学生以下４７０円、中学生以上

４９０円）を希望する場合は、別

途料金をいただきます。

試持参する物　筆記用具、上履

き、完成品を入れる袋

試申込期間　１２月１日～１３日

◆申込先・問い合わせ　県立陸

中海岸青少年の家（察８４－

３３１１）へどうぞ。

まちで出会ったか
わいい笑顔

門松などを自分で
作ってみませんか

町の新年交賀会
１月４日に開催

公証制度について
講演会を行います

　町では、新年交賀会を開催し

ます。参加を希望する方はお申

し込みください。

試日時　来年１月４日（月）

　　　　午後３時～

試場所　町中央公民館小ホール

試会費　２,０００円

試申込期限　１２月１８日

◆申込先・問い合わせ　町総務

課秘書担当（内線４１３）へ。

町で期限付臨時
職員募集します

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

◎一般事務補助（税務会計課）

試募集人数　２人

試任用期間　来年１月１日～４

月３０日

※必要がある場合は、最大８カ

月まで期間が更新されます。

◎一般事務補助（企画財政課）

試募集人数　１人

試任用期間　来年１月１日～３

月３１日

◆応募資格　町内に住所があり、

パソコンの操作ができる人

◆賃金　日額５,４００円

◆申込方法　町住民生活課また

は役場各支所に備え付けの履

歴書に必要事項を記入し、総

務課へ提出してください。

◆申込期限　１２月１１日

◆問い合わせ　町税務会計課町

民税担当（内線１１１）、町企画

財政課国土調査担当（内線

４３６）へどうぞ。

１２月の町長面談日
試日時　１２月１７日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は町総務課内

線４１３へご連絡ください。

第４回山田町議会定例会
試日時　１２月９日（水）開会予定

　　　　午前１０時～

　どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、

町議会事務局（察８２－３１１４）

へお尋ねください。

　陸上自衛隊高等工科学校（神

奈川県横須賀市）では、来年４

月に入学する生徒を募集します。

試受験資格　平成５年４月２日

～７年４月１日生まれの男子

試試験日　来年１月２３日（土）

試試験地　山田町

試受付期限　来年１月８日

◆申込先・問い合わせ　自衛隊宮

古地域事務所（察６３－３８８１）へ。

自衛隊で高等工科
学校の生徒を募集

　日本遺族会では、戦没者遺児

による慰霊友好親善事業の参加

者を募集します。派遣先と期間

は次のとおりです。

◎西部ニューギニア

試期間　来年２月１日～１０日

試申込期限　１２月１５日

◎東部ニューギニア

試期間　来年２月６日～１３日

試受付期限　１２月２０日

◎フィリピン

試期間　来年３月３日～１０日

試受付期限　１２月２５日

◎ミャンマー

試期間　来年３月１２日～２１日

試受付期限　来年１月２５日

◎中国

試期間　来年３月１８日～２６日

試受付期限　来年１月３０日

◆参加資格　戦没者遺児であり、

当事業や政府主催の戦跡慰霊

巡拝に参加したことのない人

◆申込先・問い合わせ　岩手県

遺族連合会事務局（察０１９－

６５１－８４１１）へどうぞ。

戦没者遺族の派遣
事業の参加者募集

　放送大学では、平成２２年度第

１期（４月入学）の学生を募集

しています。放送大学は、テレ

ビなどの放送を利用して授業を

行う通信制の大学。働きながら

学んで大学を卒業したい、学び

を楽しみたいなど、さまざまな

目的で幅広い世代、職業の方が

学んでいます。

試入学資格と在学期間　

・教養学部　全科履修生…１８歳

以上・４年間　選科履修生…

１５歳以上・１年間　科目履修

生…１５歳以上・６カ月間　

・大学院　修士選科生…１８歳以

上・１年間　修士科目生１８歳

以上・６カ月間

試受付期限　来年２月２８日

◆申込先・問い合わせ　放送大

学岩手学習センター（岩手大

学内察０１９－６５３－７４１４）へ。

放送大学で２２年度
学生を募集します

　平成２１年度第６回危険物取扱

者試験が実施されます。

試試験種類　甲種、乙種全般、

丙種

試試験日　来年２月１３日（土）

試試験地　宮古市

試願書の受付期間　１２月４日～

１４日

試願書の請求先　山田消防署

試申込先　財団法人消防試験研

究センター岩手県支部

◆問い合わせ　山田消防署予防

係（察８２－３１３９）へどうぞ。

危険物取扱者試験
宮古で行われます

　独立行政法人勤労者退職金共

済機構では、各種退職金制度を

実施しています。事業主には掛

け金の助成など特典があります

ので、どうぞご活用ください。

試退職金制度の種類　・建設業

退職金共済制度…建設現場労

働者に労働日数に応じて支払

われる退職金制度　・中小企

業退職金共済制度…独自の力

で退職金制度を設けることが

困難な中小企業のための制度

◆問い合わせ　建設業退職金共

済制度…同機構建設業退職金

共済事業本部（察０３－５４００－

４３１６）、中小企業退職金共済

制度…同機構中小企業退職金

共済事業本部（察０３－３４３６－

０１５１）へどうぞ 。

各種退職金制度
ご活用ください
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　「
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回
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内
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４２

ク
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読
書
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本
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ど
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何
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さ
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。

　町立図書館では、ク

リスマスにちなんだ図

書展と読み聞かせ会を

開催します。皆さんお

誘い合わせの上ご来場

ください。

クリスマス

図書展と読み聞かせ会

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す

　町立さくら幼稚園・わかば幼稚園では、来年４月に入

園する園児を募集します。

　なお、さくら幼稚園は平成２３年３月３１日をもって廃

止される予定となっています。同園に入園できるのは

２３年３月までとなりますので、あらかじめご了承くだ

さい。

◇募集人員

・さくら幼稚園　４歳児～５歳児…５８人

・わかば幼稚園　３歳児～５歳児…５２人

◇入園資格　

・さくら幼稚園…平成１６年４月２日から平成１８年４月

１日までに生まれ、本町に住所がある幼児

・わかば幼稚園…平成１６年４月２日から平成１９年４月

１日までに生まれ、本町に住所がある幼児

◇受付期間　１２月１４日～来年１月２９日（土・日曜日、

祝日、１２月２９日～１月３日、１月７日～８日は除く）

◇申し込み方法　各園に備え付けの願書に必要事項を

記入し、入園を希望する幼児の住民票抄本を添えて

各園に提出してください。

◇入園料　５,０００円（新規入園者のみ）

◇保育料　月額６,０００円

◆申込先・問い合わせ　さくら幼稚園（察８２－３７６４）

　　　　　　　　　　　わかば幼稚園（察８６－２５１０）へ。

　私立山田幼稚園では、入園児を募集しています。

◇募集人員　３歳児…２５人　４歳児…２０人

　　　　　　５歳児…３人

◇入園資格　平成１６年４月２日から平成１９年４月１日

までに生まれ、本町に住所がある幼児

◇受付期限　来年１月３１日（土・日曜日、祝日、１２月

２９日～１月３日は除く）

◇申し込み方法　山田幼稚園に備え付けの願書に必要

事項を記入し、入園料を添えてお申し込みください。

※入園料・保育料についてはお問い合わせください。

◆申込先・問い合わせ　山田幼稚園（察８２－３３６０）へ。

私立幼稚園就園奨励費補助事業

　町では、入園料や保育料の負担を軽減するため、町内

に住む幼児を私立幼稚園へ通園させている保護者に、

私立幼稚園を通じて就園奨励費補助金を交付していま

す。対象となる世帯や補助額、手続き方法など詳しく

は山田幼稚園へお問い合わせください。

町 立 幼 稚 園

私 立 幼 稚 園

町内幼稚園で入園児募集

◇期間　12月２日（水）～24日（木）

◇時間　午前９時～午後５時

◇場所　町立図書館（町中央コミュニティセンター内）

◇内容　クリスマスに関する絵本や物語約100点の展示

※展示本の貸し出しもできます。

春になったら、
　みんなおいでよ

◇期日　12月12日（土）

◇時間　午前10時～11時

◇場所　町中央コミュニティセンター和室

◇内容　絵本の読み聞かせ、大型切り絵紙芝居、クイズ

やあそびなど

◆問い合わせ　町立図書館（察８２－３４２０）へどうぞ。

　　――　クリスマス読み聞かせ会　――

　　　――　クリスマス図書展　――
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浦
部
落
に
特
設
の
私
設

電
話
で
 其
  旨
 を
急
報
し
た
後
、
付
近

そ
の
 む
ね

民
家
へ
避
難
す
る
よ
う
警
告
を
与
え
、

自
分
は
最
後
に
避
難
し
た
。
同
部
落

が
百
八
十
余
戸
を
流
出
し
た
の
に
死

者
は
 僅
 か
１
名
に
止
ま
っ
た
の
は
、

わ
ず

金
沢
君
の
機
敏
な
行
動
に
 依
 る
も
の

よ

と
賞
讃
さ
れ
た
」（
山
田
町
の
津
波
誌

＝
岩
手
県
昭
和
震
災
誌
＝
）

　
船
越
村
に
は
役
場
と
漁
業
組
合
に

し
か
電
話
が
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の

津
波
は
、
船
越
湾
か
ら
山
田
湾
の
浦

の
浜
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　
津
波
に
よ
る
住
家
の
流
失
と
死

場
等
山
の
手
高
台
方
面
へ
ど
ん
ど
ん

逃
げ
出
し
た
の
で
死
者
を
少
な
く
し

者
・
行
方
不
明
者
は
、

船
越
村
２
０
５
戸
（
死

者
４
人
・
行
方
不
明
者

１
人
）
、
織
笠
村
１
戸

（
死
者
１
人
・
行
方
不
明

者
３
人
）、
山
田
町
１

９
１
戸
（
死
者
７
人
・
行
方
不
明
者

１
人
）、
大
沢
村
　
戸
（
死
者
１
人
）。

３８

合
計
で
流
失
４
３
５
戸
、
死
者
は
　１３

人
、
行
方
不
明
者
は
５
人
で
あ
る
。

（
山
田
町
の
津
波
誌
）

　「
震
災
に
際
し
 海
 

か
い

 嘯
 来
襲
の
報
に

し
ょ
う

接
し
、
一
身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
急

を
警
察
官
憲
お
よ
び
電
話
加
入
者
に

通
報
し
、
町
民
の
避
難
を
速
や
か
な

ら
し
め
た
」
と
し
て
、
山
田
郵
便
局

事
務
員
沼
崎
ツ
イ
（
　
）
、
内
舘
ア
キ

２１

（
　
）、
湊
チ
ヤ
（
　
）
の
３
人
に
対

２０

１９

し
、
逓
信
大
臣
は
褒
状
を
授
与
し
た
。

昭
和
８
年
三
陸
大
津
波
襲
来

　
危
機
を
救
っ
た
交
換
手
の
機
転

や

ま

だ

の

54

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
 
藤
 仁
  志
 さ
ん
（
豊

ひ
と
 
し

間
根
・
　
）
で
す
。

７４

得
た
。
大
槌
局
並
び
に
山
田
郵

便
局
交
換
手
の
機
転
又
偉
大
な

も
の
が
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

（
山
田
町
の
津
波
誌
＝
岩
手
日

報
＝
）

　
人
々
は
暗
闇
の
中
、
不
安
焦

燥
恐
怖
の
寒
い
一
夜
を
明
か
し

た
と
い
う
。

　「
船
越
村
漁
業
組
合
の
仕
丁

金
沢
清
吉
（
　
）
は
、
前
須
賀

２２

の
事
務
所
に
就
寝
中
、
山
田
郵

便
局
か
ら
『
津
浪
が
来
る
』
と

い
う
電
話
が
あ
り
、
直
ち
に
田

海蔵寺境内にある三陸大海嘯死者慰霊塔

　薄幸の歌人といわれた西塔幸子と、２９年の生涯の

間に多くの短歌を残した下山清。山田の人々との関

わりが深い２人の歌人の生涯とその作品について学

びます。入場は無料です。どうぞご来場ください。

◇日時　１２月１８日（金）　午後２時～

◇場所　町中央公民館小ホール

◇講師　赤沢義昭さん（県立博物館友の会会長）

◆問い合わせ　町生涯学習課文化担当（察８２－３１１１

内線６２４）へどうぞ。

町
中
央
公
民
館
脇
に
あ
る
西
塔

幸
子
の
歌
碑

事
 表
現
と
救
済
 事

　
　
下
山
清
と
西
塔
幸
子

歴歴
史史
講講
演演
会会

歴
史
講
演

歴
史
講
演
会会



【１８】

で
、
大
浦
小
学
校
６
年
の
平
澤
 茉
  由
 

ま
 

ゆ

 子
 さ
ん
、
佐
々
木
 七
  佳
 さ
ん
、
阿
部

こ
 

な
な
 
か

 蛍
  如
 さ
ん
の
作
品
「
ど
う
な
る
随
大

ほ
の
 
か

浦
の
漁
業
」
が
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
大
浦
小
学
校
の
３
年
生

以
上
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
、
将

来
漁
業
に
就
き
た
い
か
、
就
か
せ
た

い
か
に
つ
い
て
意
識
調
査
を
実
施
。

そ
の
上
で
大
浦
地
区
の
漁
業
者
が
減

少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
工
夫
が
必

要
」
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

を
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
使
っ
て
分
か
り

や
す
く
表
し
た
も
の
で
す
。
受
賞
し

た
３
人
は
「
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　
第
　
回
県
統
計
グ
ラ

５３

フ
コ
ン
ク
ー
ル
第
３
部

（
小
学
５
・
６
年
生
）

小
学
校
最
後
の
年
に
入
賞
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
の
声

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

選
、
審
査
員
特
別
賞
の
受
賞
者
と
作

品
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
入
選
　
▽
第
１
部
（
小
学
校
１
・

２
年
生
）
…
阿
部
 李
  紗
 （
船
越
小

り
 

さ

２
年
）『
２
年
生
は
ど
う
ぶ
つ
が
大

す
き
！
』
▽
第
２
部
（
小
学
校
３
・

４
年
）
…
佐
々
木
 友
  花
 、
佐
々
木

ゆ
 

か

 美
  海
 （
船
越
小
３
年
）『
早
ね
し
て

み
 

う

い
る
？
』
▽
第
３
部
…
阿
部
 彩
  香
 、

あ
や
 
か

堀
合
 杏
 

き
ょ
う

 佳
 （
船
越
小
５
年
）『
め
ざ

か

せ
　
む
し
歯
　
ゼ
ロ
』

◆
審
査
員
特
別
賞
　
▽
第
１
部
…
生

駒
 隆
 

り
ゅ
う

 児
 、
じ

佐
々
木
 有
  加
 、

ゆ
う
 
か

阿
部
 美
 
み

 幸
 （
大
浦
小
２
年
）『
ど
ん
な
本
の

ゆ
きシ

リ
ー
ズ
が
す
き
か
な
』
▽
第
３

部
…
鈴
木
 美
  優
 、
千
代
川
ら
ん

み
 

ゆ

（
山
田
南
小
５
年
）『
ふ
る
さ
と
自

ま
ん
山
田
町
』　
 

《
敬
称
略
》

第
　
回
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

５３

左から平澤茉由子さん、佐々木七

佳さん、阿部蛍如さん（上写真）

／特選に輝いた３人の作品

大
浦
小
６
年
の
３
人
が
特
選
に
輝
く

佐々木竣哉君が
入選に選ばれる

海
の
子
絵
画
展
（
県
信
漁
連
、

県
内
漁
協
主
催
）
で
、
大
沢
小

５
年
の
佐
々
木
 竣
 

し
ゅ
ん

 哉
 君
の
作
品

や

「
大
沢
を
守
り
続
け
る
お
兄
さ

ん
」
が
入
選
（
県
漁
連
代
表
理

　
沿
岸
の
小
中
学
生
を
対

象
に
し
た
第
　
回
岩
手
県

２７

佐々木竣哉君

　
 水
  土
  里
 ネ
ッ
ト
い
わ

み
 

ど
 

り

て
の
主
催
す
る
美
し
く

豊
か
な
村
づ
く
り
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
豊
間
根
 永
  遠
 君
（
豊
間
根
小
３

と
 

わ

年
）
が
銀
賞
、
野
口
 瑠
  華
 さ
ん
（
同
）

る
 

か

が
銅
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
農
作
業

の
様
子
を
描
い
た
豊
間
根
君
は
「
い

つ
も
米
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
い
る
人

を
応
援
し
た
く
て
描
き
ま
し
た
。
入

賞
で
き
て
う
れ
し
い
」
、
岩
手
山
を

描
い
た
野
口
さ
ん
は
「
良
く
描
け
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分

が
好
き
な
美
し
い
風
景
を
絵
に
し
て

み
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

美しく豊かな村づくり絵画コンクール

佐々木竣哉君の作品「大沢

を守り続けるお兄さん」

豊間根小から２人が入賞

豊間根君の作品「自然のめぐみ」

（上）と野口さんの作品「秋の

いのち」

受賞を喜ぶ豊間根永遠君（写

真左）と野口瑠華さん

「
働
く
お
兄
さ
ん
の
姿
に
た
の
も
し

さ
を
感
じ
て
描
き
ま
し
た
。
受
賞
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

事
会
長
賞
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
作

品
は
、
カ
キ
の
出
荷
作
業
に
汗
を
流

す
青
年
の
様
子
を
見
事
に
描
写
し
た

も
の
。
受
賞
に
つ
い
て
佐
々
木
君
は

県
海
の
子
絵
画
展



【１９】

№２１
　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改

善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や

郷土料理、旬の食材を使った料理などをご紹介します。

今回は、山田を代表する食材の一つ「イカ」を使った

昔ながらの保存料理「イカの酢漬け」です。

【材料（４人分）】

イカ…２杯　キャベツ…大２枚　ニンジン…2０㌘

ゴボウ…2０㌘　生菊…100㌘　塩…小さじ１/２

酢…500㏄　　

【作り方】

①　イカは内臓と足を取り、胴と足を塩少々を入れ

た熱湯で皮が赤くなるまでゆでる。ゆでた胴は、

冷水に入れ身をしめる。足は、縦３等分に切る。

②　ニンジン、ゴボウをイカの胴と同じ長さに切り、

食べやすい太さで縦に割り、塩少々を入れた熱湯

で堅めにゆでる。

③　キャベツと生菊は熱湯でさっとゆでる。

④　ゆでたキャベツに、イカの足と菊、ニンジン、

ゴボウをのせて巻き、イカの胴の中に詰める。

⑤　④を酢の中に入れ軽く重しをして、７～10日間

ほど漬ける。

※酢の量は、重しをした時にイカが隠れるくらいが

適量です。

⑥　食べる直前に⑤を熱湯で洗い流し、表面のぬめ

りを取る。輪切りにして皿に盛り付ければ完成で

す。だし割りじょうゆ（しょうゆとだし汁を１対

１で割ったもの）またはからしじょうゆでいただ

きます。

ワンポイントアドバイス
　カロリーの低いイカにたっぷ

りの野菜を詰め込んだヘルシー

な一品。酢に漬け込むことで身

が軟らかくなり、うまみが引き

出されます。さっぱりといただ

けますのでサラダ感覚でどうぞ。

イカの酢漬け

Vol.25

東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
「
建
築

現
場
に
い
る
と
同
業
者
か
ら
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
な
。
大
工
道
具
を
腰
に
下

げ
て
い
る
だ
け
で
声
を
掛
け
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
」
と
世
の
中
が
活
況
に

沸
き
、
大
工
が
人
手
不
足
だ
っ
た
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
体
が
資
本
の
仕
事
を
し
て
き
た
だ

け
あ
っ
て
、
今
で
も
休
み
の
日
に
は

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ほ
ど
体
は
健
康

そ
の
も
の
。
大
の
野
球
好
き
で
、
就

職
後
も
朝
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

野
球
を
続
け
、
数
年
前
ま
で
は
審
判

員
を
務
め
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
で
す
。

「
今
で
も
足
腰
鍛
え
て
い
る
か
ら
、

ま
だ
試
合
に
出
て
も
や
れ
る
か
な
」

　
「
片
道
　
分
あ
れ
ば
着

４０

け
っ
か
な
ぁ
」
と
さ
ら
り

と
話
す
の
は
福
士
庸
悦
郎

さ
ん
。
ほ
ぼ
毎
日
、
自
宅

か
ら
船
越
の
道
の
駅
ま
で

の
片
道
約
２
・
５
㌔
を
健

康
の
た
め
に
歩
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
週
に
一
度

は
奥
さ
ん
と
一
緒
に
大
沢

な
ど
遠
く
ま
で
足
を
伸
ば

す
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う

で
す
。

　
若
い
こ
ろ
は
大
工
を
し

て
い
た
福
士
さ
ん
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
こ
ろ
に
は
開
催
地
の

福　士　 庸  悦  郎  さん（織笠・７４）
よう えつ ろう

孫
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
元
気

と
自
慢
の
体
力
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
福
士
さ
ん

に
元
気
の
源
を
聞
く

と
「
小
学
１
年
生
の

孫
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
す
る
の
が
楽
し

い
ね
。
こ
れ
が
元
気

の
 秘
  訣
 か
な
」
と
話

ひ
 
け
つ

す
福
士
さ
ん
。
そ
の

表
情
は
野
球
少
年
に

戻
っ
た
か
の
よ
う
に

輝
い
て
い
ま
し
た
。



「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。 【２０】

1
2
月
１
日
号

N
o.9
5
2

広報

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８－

１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３－

　
　
緯
０
１
９
３－

８
２－

３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

２０

◆
今
月
号
は
表
彰
関
係
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
取
材
を
通
じ
皆
さ
ん
の
素

晴
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
新
年
号
で
「
今
年
こ
そ
牛
の
よ
う

に
食
べ
て
は
寝
る
生
活
を
改
め
た

い
」
と
決
意
し
た
１
年
も
残
り
あ
と

わ
ず
か
。
改
ま
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま

す
太
り
、
成
長
の
無
さ
を
感
じ
な
が

ら
年
の
瀬
を
迎
え
ま
す
。

●文 ●政 

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

鈴　木　 壽 　 人 
しゅう と

（山田・一聖・男）

中　嶋　 怜 　 央 
れ お

（八幡町・健・男）

山　口　 柊 　 威 
とう い

（田の浜・克・男）

間　瀬　 友 　 寛 
とも ひろ

（長崎・慶蔵・男）

木　村　 果 　 蓮 
か れん

（豊間根・響・女）

加　藤　　　 凛 
りん

（長崎・紀彦・女）

おめでた・おくやみ

佐々木　 七 　 海 
なな み

（川向町・哲司・女）

１０月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　上野 真  希 （真吾・男）
まさ き

試田の浜　阿部 結  愛 （直敏・女）
ゆ あ

試織笠　村上 優  真 （真一・男）、大久保 杏  香 
ゆう ま もも か

（秀則・女）

試豊間根　鈴木 瑛  斗 （元・男）、佐々木 悠  汰 
えい と ゆう た

（宏幸・男）、芳賀 澪 （正善・女）
みく

〔結婚した二人〕（　）は住所

花坂秘納（船越）・阿部さくら（田の浜）

箱石徳裕（織笠）・栗澤美保（釜石市）

山﨑裕也（川向町）・瀬川奈津美（豊間根）

内疏重人（川向町）・倉本杏奈（川向町）

遠山裕太（愛知県大府市）・千代川美香（大沢）

森弘樹（川井村）・伊藤礼子（豊間根）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　齋藤清兵 （９４）、石川秘（５９）、佐

藤幸一（８３）

試船越　山﨑順治（７８）、川原烈子（８０）、竹

内忠（８５）、佐々木愛子（５９）

試田の浜　臼井惠太郎（８１）

試大浦　阿部タヨ（８６）、阿部孝夫（７８）

試織笠　佐野武雄（８９）、 秘次（８１）、昆サ

メ（９７）、中村俊之（３５）、千葉恒太郎（１００）

試大沢　福士久男（６９）、平塚由里子（３５）、

福士憲夫（６５）

試豊間根　斎藤善八（８８）

町民のうごき
（１０月 1 日～３１日）

試出生……　7人　　試転入……38人

試死亡……21人　　試転出……31人

試人口…19,572人（今月減７人）

　男…9,405人　女…10,167人

試世帯数………………7,212世帯

　町では、新春恒例の書き初め大会を開催します。新年を迎え、

新たな気持ちを書にしてみませんか。

◇日時　来年１月７日（木）

　　　　午前９時～１１時半

◇場所　町中央公民館小ホール

◇対象　小学生から大人まで、どな

たでも参加できます。

◇持参する物　書道用具、下敷き

◇参加料　２００円（用紙代）

◇申込期限　１２月１６日

◆申込先・問い合わせ　町生涯学習
昨年の書き初め大会

新春
恒例 書き初め大会を開催します

課文化担当（察８２－３１１１内線６２４）へどうぞ。

※参加者全員の作品は来年１月１２日から１５日まで町中央公民館

ロビーに展示されます。なお、展示作品は返却しません。
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